
「わかっこだより」 
 

 

北九州市立若園小学校  校長 長 畑 潤 

 
               

 

学校教育目標 

「 一人一人が生き生きと輝き、 知・徳・体の調和のとれた自律した 

児童の育成 」 

○わ・・・わになって、  ○か・・・かしこく 

○つ・・・つよい心で   ○こ・・・こん気強く 

＋１・・・笑顔いっぱいの学校をつくろう！！  
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交流が深まった「５年生球技大会」 

３０日（金）に、若園小学校の体育館で、 

5 年生の交流球技大会がありました。朝休 

みや体育の時間に、パスやドリブル、シュ 

ートなどの個人技能に加え、チームで試合 

に臨むための練習をくり返し行って来まし 

た。企救中学校で一緒になる子ども同士バ 

スケットボールを通してとてもよい交流が 

できました。 

１２月のめあて １年のほこりをはらって新年を迎えよう   

１２月を「師走（しわす）」と言います。「師馳せ月（しはせづき）」から変化したもので「師」 

とは「僧」のことであり、「師匠の僧が東西を馳せる月」と解釈するものが最も有力な説だと言 

われています。また、「師」とは「教師」のことで「学校の先生も忙しく走り回る月」という説もあるようです。

長い２学期もあと３週間を残すだけとなりました。朝夕の寒さが厳しくなってきましたので、 

健康管理にはいっそうご留意いただきたいと思います。 

さて、学校では、実り多い２学期のまとめに入っています。子どもたち一人一人に成長の価値 

を伝え、今学期をしめくくりたいと考えています。年末年始を控え、ご家庭でもお忙しい時期を 

迎えることと思います。落ち着いた中で一年を振り返り、新たな目標を立てさせたいものです。 
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四
十
五
分
の
授
業
の
中
で
、
①
自
分
の
考
え
や
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い
を
も
つ
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め
の
工
夫
②
か
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め
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ら
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で
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１２月４日～１２月１０日は人権週間です 
 

学校では、学習時間をはじめ学校生活のあらゆる場面で、人権意識の高揚を

図る指導を行っています。若園小学校も、さまざまな個性をもつ子どもたちの

集団です。ですから子どもたちは、将来社会において「自他の人権を互いに尊

重しあう」ことを、学校生活という経験を通して学んでいます。思いやりをも

つこと、きまりを守ることもそのひとつです。 

 １２月は２学期のまとめの時期です。「目標としてきた力がついたか」「思い

やりの心が育っているか」など、子どもたちの姿をよく見つめ、成長したとこ

ろをほめ、もう少しのところは励まし、さらに確かな力と心を育てていきたい

ものです。子どもの心を育て、力を伸ばすために大切なことは「自信」をつけ

てやることです。子どもたち一人一人には、頑張ったことやできるようになっ

たことがそれぞれあります。子どもの姿をよく見て「よさ」をほめて認めるこ

とで「自信」につなげていきたいものです。特に、継続して取り組み、習慣化

できていることは、大いにほめてあげたいものです。「自信」は次への意欲を

もつことはもちろん、さらなる力の発揮にもつながります。そして、自分自身

を大切にすることにつながります。自分自身を大切に思う気持ちが、相手に対

する思いやりの心につながっていきます。今後も、個に応じた指導・支援を行

いながら、学級などの集団において一人一人の子どもの大切さを互いに認め合

えるような指導を継続していきたいと考えています。ご家庭での働きかけも大

切です。ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

―がんばったことに「自信」をもち、自分と相手を大切に思う心を― 

【互いのよい所を発表する子供達】 【ボールの行方を見守る子供達】 


